

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































西暦年 天皇 西暦月日 和暦月日 異常気候現象 出典 風祭夏 風祭秋 関連事象 都
660 斉明6 百済滅亡 難波宮
661 斉明7 西征 朝倉橘広庭宮
662 天智1
663 天智2 三月 熊野山々大雪降積ること七尺余 熊野史 白村江の大敗
664 天智3
665 天智4
666 天智5 秋七月 大水 是秋復租調 日本書紀
667 天智6 近江大津京
668 天智7 五月 甘露降於難波 隨風飄落 其味甚甘 扶桑略記 高句麗滅亡 |
669 天智8 八月 霹靂於内臣鎌足之家 扶桑略記 中臣鎌足没 |
670 天智9 5.24四月三十日 大雨 雷震 日本書紀 |
671 天智10 |
672 天武1 壬申の乱 飛鳥浄御原宮
673 天武2 |
674 天武3 |
675 天武4 9.16八月二十二日 大風 飛沙破屋 日本書紀 ○ － 風祭、占星台を設置 |
676 天武5 六月 是夏大旱 五穀不登 百姓飢之 日本書紀 ○ ○ 陰陽寮を設置。新羅統一 |
9.3八月十八日 大風雨 宮殿破れ民屋悉破れる 熊野史 |
677 天武6 五月 是月旱之 於京及畿内 之 日本書紀 － ○ |
678 天武7 10.21十月一日 有物如綿 零於難波 甘露也 日本紀略 － － |
679 天武8 7.14六月朔 氷零 大如桃子 日本書紀 ○ ○ |
680 天武9 7.9六月八日 灰零 日本書紀 ○ ○ |
9.3八月五日 是日始之三日雨 大水 日本書紀 |
9.12八月十四日 大風 折木破屋 日本書紀 |
681 天武10 ○ ○ 律令制定の詔、天社地社を修 |
682 天武11 9.4七月二十七日 霜降亦大風 五穀不登 日本書紀 ○ ○ |
9.12八月五日 殿内有大虹 日本書紀 |
9.18八月十一日 有物形如灌頂幡而火色 浮空流北 日本書紀 |
9.24八月十七日 平旦 有虹 當于天中央 以向日 日本書紀 |
683 天武12 七・八月 之 是月始至八月 旱之 日本書紀 ○ ○ |
9.27九月二日 大風 日本書紀 |
684 天武13 ○ ○ |
685 天武14 4.18三月十日 雪之 日本書紀 ○ ○ 式年遷宮の制 |
三月 是月 灰零於信濃国 草木皆枯焉 日本書紀 |
686 朱鳥1 8.4七月十日 雷光南方一大鳴 日本紀略 － ○ 菟足神社 |
687 持統1 － － |
688 持統2 － － |
689 持統3 － － 飛鳥浄御原令 |
690 持統4 ○ ○ 第1回内宮式年遷宮 |
691 持統5 四－六月 京師及郡国四十雨氷 日本書紀 ○ ○ 諏訪の神 |
692 持統6 6.22閏五月三日 大水 遣使修行郡国 日本書紀 ○ ○ |
693 持統7 ○ ○ |
694 持統8 ○ ○ 藤原京
695 持統9 ○ ○ |
696 持統10 ○ ○ |
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































月2日は 禾 乃 登
こくものすなわちみのる
とされる。すなわち，稔る頃
の稲にとり，荒れ日はとくに危険となる。一方で二
百十日に気象学的な意味はないとされるが，近世に
導入された準合理的な観念は，風祭の風雨の順調の
祈願に，根拠を与えたことが考えられる。
また諏訪の祭が行われる旧暦七月二十七日は，二
百十日に近い。そのため，御射山祭に基づく諏訪の
祭は，二百十日の風祭に変わることは容易である。
すなわち近世以降には天地の平穏の祈願において，
御狩から農事のものへと変わり，すなわち山の祭か
ら田の祭りに性格が変わったことが考えられる。
なお，諏訪から西に，中央構造線に沿って伊勢や
阿蘇が位置する。諏訪から南には赤石構造線に沿い
天竜川下流部，諏訪から東には中央構造線に沿って
鹿島があり，糸静構造線に沿って清水が位置する。
これらが人々の移動や経済的交流などを通して，風
祭にも影響してくることも考えられるが，近世以降
の分析と同様，地域的基盤に関する分析も今後の課
題である。
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